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　はじめに

　日本及び北海道のカワゴケ属 Fontinalis は，クロ

カワゴケ F. antipyretica Hedw. とカワゴケ F. hypnoides 

Hartm. の 2 種，クロカワゴケの変種 F. antipyretica var. 

gracilis (Lindb.) Schimp. エゾカワゴケが知られている

（Suzuki 2016）．これらは流水中や池底の岩や流木な

どの基物に生育する（岩月 2001）．カワゴケ属の葉は

中肋を欠くが，クロカワゴケは葉が中央で縦に折りた

たまれるのに対し，カワゴケの葉は平坦であることで

区分される（岩月 2001）．
　クロカワゴケ及びカワゴケは，絶滅危惧 II 類（VU）

に指定され（環境省 2020），多くの生育地が森林伐採

や河川の開発，水質汚濁により消滅しており，カワゴ

ケについては観賞用の採取も問題となっている（環境

省 2015）．
　これまで十勝地方におけるカワゴケ属の記録は，ク

ロカワゴケが広尾町（加藤 1972），及び十勝（十勝教

育研究所 1975）で報告されているが，詳細な産地及

び標本については不明である．

　十勝平野の河川の大部分は，河川改修やそれに伴う

流路変更，直線化などが進んでおり，自然の河川形態

を示す環境は，国立・国定公園を除いて極めて乏しい．

しかしながら今回，十勝地方において，複数の地点で

クロカワゴケ及びカワゴケの生育を確認したので報告

する．尚，カワゴケは十勝地方から初記録となる．

　カワゴケ属２種の生育地

　調査の結果，クロカワゴケは 3 地点，カワゴケは 4
地点で生育を確認した（図 1，図 2）．十勝地方のカワ

ゴケ属 2 種は平野部に分布し，たとえ自然の河川形態
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を示す環境であっても山地河川（例えば大雪山国立公

園）では確認されなかった．むしろ山地河川ではウス

キシメリゴケが多かった．またカワゴケ属 2 種が同所

に生育する環境は確認されなかった．

　生育地の河川の特徴

　生育地におけるの河川の特徴を見ると（表 1），十勝

のカワゴケ属は，源流から距離が近く（およそ 1.5km
以内），水流次数が 2 以下の小河川と，源流からの距

離が 20km 以上あり，水流次数が 4 を示す河川に分け

ることができる．

　前者は，扇状地を開析した段丘崖の湧水に起源を持

つ小河川で，5 地点（クロカワゴケ 3 地点，カワゴケ

2 地点）で生育を確認した．このような小河川は源流

から距離が近く，周囲に農家や牧場も立地しないが，

下流では本流河川との合流や，三面張りコンクリート

水路へと姿を変えることが多く，また牧場等の影響も

大きい．そのため，カワゴケ属の生育する流路区間は

極めて短い．

　一方，後者はペンケチン川の 2地点（カワゴケ 2地点）

で，いずれも自由蛇行が発達する自然河川の形態を示

していた．ペンケチン川では比較的広範囲にカワゴケ

が見られたが，分布は断続的であり，蛇行河川の淵や，

水没した樹木により水流が変化する環境に良く見られ

た．またカワゴケは家畜改良センター内を流れる区間

でのみ確認され，敷地外の上流及び下流では確認され

なかった．その理由のひとつとして，敷地外のペンケ

チン川は，直線化によって自然河川の形態を失ってい

ることが挙げられる．

　河川の底質を比較すると，クロカワゴケが生育する
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Fig. 2. The habitat of Fontinalis in Tokachi (A-C: F. antipyretica, D-F: F. hypnoides).
A: Kamishihoro-cho Hagigaoka (Oct. 6. 2018), B: Honbetsu-cho Younai-gawa River (May 22. 2019), C: Obihiro-shi Inada 
(July 8. 2020), D: Kamishihoro-cho Shimizudani (May 9. 2018), E: Kamishihoro-cho, Kamishihoro (May 9. 2018), F: 
Otofuke-cho Komaba (June 2, 2020).

Fig. 1. The distribution maps of Fontinalis in Tokachi (A: F. antipyretica, B: F. hypnoides).
1: Specimens record, 2: After Kato (1972).
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河床は礫質であるのに対し，カワゴケのそれは砂～シ

ルトが多かった（表 1）．したがってクロカワゴケはカ

ワゴケに比べて流速の速い環境に生育していることを

示し，このことは，水中の生育形をみても明瞭である

（図 2）．

Fontinalis antipyretica Hedw. クロカワゴケ

  Specimens examined: Japan, Hokkaido, Tokachi, 
Kamishihoro-cho, Hagigaoka, tributary of Otufuke-gawa 
River, 325m alt., on gravel in underwater, May 26, 2018, 
Y. Oppata 3618; ditto, 326m alt., May 28, 2018, Y. Oppata 

3619; Honbetsu-cho, upstream of Younai-gawa River, 327m 
alt., on gravel in underwater, May 22, 2019, Y. Oppata 3729; 
Obihiro-shi, Inada-cho, a little river near the Obihiro 
agricultural high school, 79m alt., on gravel in underwater, 
July 8, 2020, Y. Oppata 3786. All specimens in Herb. 
Higashitaisetsu Museum of Natural History.

Fontinalis hypnoides Hartm. カワゴケ

  Specimens examined: Japan, Hokkaido, Tokachi, 
K a m i s h i h o r o - c h o ,  S h i m i z u d a n i ,  t r i b u t a r y  o f 
Sakkushuorubetsu-gawa River, 358m alt., on sand in 
underwater, May 5, 2018, Y. Oppata 3607; ditto, September 
10, 2018, Y. Oppata 3692; Kamishihoro-cho, Kamishihoro, 
Sakkushuorubetsu-gawa River, 255m alt., on concrete 
in underwater, May 9, 2018, Y. Oppata 3616; Otofuke-cho, 
Komaba, Penkechin-gawa River, 138m alt., on root of Alnus 

hirsta in underwater, June 1, 2020, 138m alt., Y. Oppata 3760; 
ditto, 155m alt., on root of Alnus hirsta in underwater, June, 2, 

2020, Y. Oppata 3762. All specimens in Herb. Higashitaisetsu 
Museum of Natural History.
  New record from Tokachi Subprefecture in Hokkaido.
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Table. 1. The characteristics of rivers in the habitat

Summary
  Fontinalis antipyretica Hedw. and F. hypnoides Hartm. ware confirmed from the rivers in the Tokachi 
region of Hokkaido.  F. hypnoides is the first record from the Tokachi Subprefecture.  The Fontinalis 

had two types habitats. One is the small rivers that flows from the cliff of terrace.  The other is a 
river that the free meandering.


